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“Activity Implementing Units ” composed of Project Researchers 

Project 

【 Cameroon 】 【 Japan 】 

Representative Research Institute : IRAD Representative Research Institute : Kyoto Univ. 

Researchers form Univ. Dschang 

Researchers form Univ. Douala 

Researchers form Univ. Yaoundé I 

IRAD Researchers Kyoto Univ. Researchers 

Other Researchers 

➢CIFOR 
➢IITA 
➢WWF 

Collaborator 

➢MINEPAT 
➢MINRESI 

➢JICA 

Soil Research Team NTFPs ResearchTeam Sustainable Agriculture Team 

➢Project Director 
➢Project Manager 
➢1 Representative of each of the 3 Univ. 
 

➢Chief Advisor 
➢2 Representatives of Japanese Researchers 
➢Project Coordinator 

Local Communities, NGOs, etc. 

Regular consultation, exchange of views and seminars

Collaboration 

 Consultative 
Members *

➢MINADER 
➢MINEP 
➢MINFOF 
➢PNDRT

*Consultative Members are invited to Steering Committee 
meetings to ask for constructive advices from a technical 
perspective 

Steering Committee 
(Core Members) 

Observers 
➢Embassy of 

Japan 
➢JST 

【略語】 
・IRAD：国立農業開発研究所         ・CIFOR：国際林業研究センター 
・MINADER：農業・農村開発省       ・IITA：国際熱帯農業研究所 
・MINEPAT：経済・計画・地域開発省      ・WWF：世界自然保護基金 
・MINEP：環境・自然保護 
・MINFOF：森林・野生動物省 
・MINRESI：科学技術・革新省 
・PNDRT：塊根・塊茎類開発国家プログラム 
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要面談者リスト 

所属先 氏　名 所属先のポスト等
IRAD（国立農業開発研究所） Jacob Mbua Ngeve Directeur Général de l'IRAD
IRAD Woin Noe DGA de l'IRAD
IRAD Foahom Bernard Yirao Scientific Coordinator, Forest, Soil and Environment Department
IRAD Nwegueh Alfred B. Systems / Soil Agronology  DVS / IRAD
IRAD Bidzaniga Nomo DRS/IRAD
IRAD Memie Pascaline Emploi service
IRAD Ongnene Aruana Néné
IRAD Meppe Paco
IRAD Chen Kouwa PSEA / IRAD
IRAD Regune Aroga COOP / IRAD
MINRESI（科学技術・革新省） Ebelle Etame Rebecca Madeleine S.G (Secrétaire Général)
MINRESI Dongmo Thomas Chef de division de la Coopération Scientifique et Technique/MINRESI
MINRESI Loko Dika Benjamin Chargé d'étude Assistant
MINRESI Issac Roger Tchouamo Chef, Cellule de la Coopération Internationale
MINRESI Yemefack Martin MINRESI, PSEA / IRAD
MINRESI Takouo Dieudonné Directeur de la Coopération Nord-sud  et des organisations multilatérales
MINRESI Damesse Elise Cadre / CPCNR /DCST / MINRESI
MINEPAT（経済・計画・地域開発省） Takouo Dieudonné Directeur de la Coopération Nord-sud  et des organisations multilatérales
MINEP（環境・自然保護省） Ondoua Serge Hervé Chef de division des études, projets et coopération, DEPC
MINADER（農業・農村開発省） Ondoa Tobie Manga Chargé d'Etude Assistant No1/DEPC
MINFOF（森林・野生動物省） Ntsengue Levodo －
MINFOF Guillaume Bomba Atangana Directeur des Affaires Générales
Yaoundé I 大学 Bernard-Aloys Nkongmeneck 理学部　教授
Dschang 大学 Antoine David Mvondo Ze 教授
Dschang 大学 Mamjeli Yacouba 農学部長
IITA（国際熱帯農業研究所） Emmanuel Njukwe Crop Improvement & Utilization
IITA Rachid Hanna Country Representative
CIFOR（国際林業研究センター） Richard Eba`a Atyi Regional Coodinator Central Africa
CIFOR Paolo Omar Cerutti Forester
CIFOR Patrice levang Agronomist
PNDRT（塊茎・塊根類開発国家プログラム） André MbairanodJi
PNDRT Bidjoh Benjamin
IRAD Ebolowa station Abolo IRADエボロワ支局　局長
Délégation Régional du Région Sud du MINADER Ena Ena Ferdinand Délégué du Région Sud du MINADER
Ebolowa　Bityli村 Adda 女性を中心としたグループ（Association）の代表
Ebolowa　Bityli村 グループメンバーの女性
在カメルーン日本大使館 池田　直哉 一等書記官
JICAカメルーン支所 中村　光夫 支所長代理
JICAカメルーン支所 青山　真帆 企画調査員
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収集資料リスト 

 資料の名称 発行

年月

収集先／発行機関 オリジナル/
コピー 

1 La Population du Cameroun en 2010 (3e RGPH) (第3 次国勢調査要約) 2010 DEPC/MINADER 電子データ 

2 Rural Sector Development Strategy Paper（2010 年改訂版） 2010 DEPC/MINADER 電子データ 

3 LOI N° 94/01 du 20 janvier 1994 portant régime des forêts, de la faune et de la pêche 
 (森林･野生動物･漁業の管理体制に係る1994年法) 2005 MINFOF 電子データ 

4 Rural Sector Development Strategy Paper（2006 年改訂版） 2006 DEPC/MINADER 電子データ 

5 PRÉSENTATION DE LA SOUS COMPOSANTE 4.3 (PFNL) DU PSFE(国家森林･環境セクタープログラ

ム コンポーネント4-3(非木材森林資源)のプレゼン資料) 2010 MINFOF 電子データ 

6 
Répertoire des Textes Officiels Applicables à la Gestion des Ressources Naturelles au Cameroun, Volume 2 : 
Textes Nationaux sur la Gestion des Ressources Forestières et Environnementales  
(カメルーンの自然資源管理に係る法令州・第二巻) 

2003 MINFOF 電子データ 

7 POLITIQUE FORESTIERE DU CAMROUN (1985 年版カメルーン森林分野政策文書 1985 MINFOF 電子データ 

8 POLITIQUE NATIONALE EN MATIERE DE COOPERATION SCIENTIFIQUE ET TECHNIQUE  
(科学技術協力に係るカメルーン国家政策) - MINRESI 電子データ 

9 TROPENBOS INTERNATIONALと IRADの共同研究プロジェクト資料 - IRAD 電子データ 

10 
Rapport de l’atelier de présentation des résultats des sous-groupes thématiques sur les PFNL, la gestion 
communautaire des ressources forestières et la gouvernance forestière  
(非木材森林資源テーマグループにおけるFAO、SNV作成のワークショッププレゼン資料) 

2010 MINFOF 電子データ 

11 PROCEEDINGS OF THE FIRST EXCELLENCE WEEK FOR SCIENTIFIC RESEARCH AND 
INNOVATION IN CAMEROON 2007 MINRESI オリジナル 

12 Plan Strategique de la Recherche Agricole Horizon (2008-2012) - IRAD オリジナル 

13 Plan Strategique de la Recherche Agricole Horizon (2008-2012) （パンフレット版） - IRAD オリジナル 

14 A Partner in Rural Development, An Actor in Agricultural Development  2008 IRAD オリジナル 

15 Annual Report, IRAD (2008) 2008 IRAD オリジナル 

16 Semences Ameliorees des Principales Speculations en Appui a la Campagne Agro-Sylvo-Pastorale 2009 2009 IRAD オリジナル 

17 R4D Review 2009 IITA オリジナル 

18 Annual Report (2009/10)     2009 IITA オリジナル 

19 Research to nourish Africa   - IITA オリジナル 

20 The turning point Annual report 2009  2009 CIFOR オリジナル 
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21 Simply REDD  2009 CIFOR オリジナル 

22 Cameroon Journal of Agricultural Science, Volume3 Number2, June 2007 2007 IRAD オリジナル 

23 The Tropenbos-Cameroon Programme 1993-2002 
An overview and review with emphasis on project management  2002 The Tropenbos-Cameroon Programme オリジナル 

24 Plaquette IRAD : Une recherche agricole plus performante pour la croissance économique 2009 IRAD オリジナル 
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 主要面談者議事録（調査団 本隊） 

 
MINRESI（科学技術・革新省）/ IRAD（国立農業開発研究所） 表敬訪問 
日時：12 月 14 日 15:00－18:00  
場所：MINRESI 会議室 
参加者：調査団 荒木、石井、大川、三宅、通訳 
    カメルーン支所 青山企画調査員 

MINRESI Tchouamo、Yemefack、 Loko  
IRAD Foahom、Alfred B.  

議事概要 
・調査団より、調査団及び SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力事業）・技プロについて説

明のうえ、日程と個別協議点を確認。 
・以下の点につき、個別の協議が必要であることを調査団側より説明。 

－プロジェクトの基本計画（案）（これまでの協議での合意内容であることを確認） 
－プロジェクトサイト：3 サイトとする予定 
－プロジェクト実施体制： 

JCC（合同調査委員会）メンバー確認。〔MINADER（農業・農村開発省）、MINFOF（森林・

野生動物省）、MINEPAT（経済・計画・地域開発省）、MINEP（環境・自然保護省）、

MINRESI を関連省庁とする。国際機関を Collaborator とする。PNDRT はオブザーバー

とする。NGO 代表、ローカルコミュニティ代表をオブサーバーでよいので JCC に参加

させることを先方が主張。3 大学代表をメンバーに加えることに合意。 
IRAD からの参加研究者の確認 

－供与機材関連の確認事項 
供与機材にかかわる手続きはすべて IRAD が一元的に担う（設置先が大学や現場になる場合

も含め、IRAD が担当）。 
機材の帰属は、プロジェクト実施中はプロジェクト（プロジェクトとして活用、プロジェク

トとして維持管理責任を負う）。終了後は、関係機関の間で帰属先について協議し、文

書を取り交わす。プロジェクトサイトでの住民による機材の継続使用にも配慮する（機

材すべてを引き上げるようなことはしない）。 
2011 年の予算に関しては、機材供与に必要な予算が必ずしも準備されていないとのコメン

トあり（2011 年には輸入機材の導入は難しい）。 
－ローカルコスト 

先方負担が原則である点を説明（原則である点については理解を得た）。 
JICA 側からの案を提示したところ、先方より以下の要望等が提示された。 
＊ 機材の維持管理・スペアパーツに係る費用は、プロジェクト予算による負担を希望 
＊ 車両の維持管理・スペアパーツ等に係る費用は、プロジェクト予算による負担を希望 
＊ 出張旅費・日当についてプロジェクト予算による負担を希望 
＊ その他の負担の整理については原則合意を得た。 

・調査団日程の確認について 
事前調整日程に基づき確認。農業祭が延期となったため、新たなアポを依頼。 

－ 61－

６．主要面談者議事録（調査団　本隊）



 

  

16 日に IRAD の実験室訪問・機材見学 
JCC メンバーに加わる省庁については、可能な範囲でアポをとり、訪問 
17 日、IRAD 表敬、MINRESI 表敬（MINRESI については調整中） 
20 日 9：00～ 3 大学、IRAD、MINRESI にて、プロジェクト内容について協議 
21 日・22 日のミニッツ協議（日程について、MINRESI、IRAD は了承） 
＊ MINRESI 署名者については、現在検討中とのこと。 
＊ 21 日 9：00～、15：00～、22 日 9：00～ を予定。 

 
MINADER 訪問 
日時：12 月 15 日 10:00－10:30  
場所：DEPC（Division des Études,Projets et Coopération）/ MINADER   
参加者：調査団 荒木、石井、大川、三宅、通訳 

DEPC / MINADER Ondoa 
議事概要 
・冒頭、調査団訪問を受け入れてもらったことの謝意を表明し、調査の目的・日程、SATREPS につ

いて説明。研究プロジェクトである点について強調して説明。 
・プロジェクトの成果の活用の観点から、農業分野、森林分野等の省庁の関与が重要であることを説

明。JCC メンバーとして MINADER に参画してもらう予定であることを説明し了解を得た。 
・荒木団員よりプロジェクトの概要を説明。プロジェクト実施時の協力を依頼。 
 
Yaoundé I（ヤウンデ第Ⅰ）大学 訪問 
日時：12 月 15 日 17：30－19：00  
場所：NGO Millennium Ecological Museum 事務所 
参加者：調査団 荒木、石井、大川、三宅 

ヤウンデ第Ⅰ大学 Nkongmeneck 
議事概要 
・荒木：今回の調査でのカメルーン訪問について説明。調査団の協議の一環として、IRAD、MINRESI、

3 大学と調査団による協議の機会を 20 日に設けようとしていること、そうした協議の場の必要性

を説明。IRAD と 3 大学での協約締結についても 20 日の議題であり、協約締結に向けた話し合い

を進めるべきである点を依頼。またその折に、ヤウンデ第Ⅰ大学の代表として Nkongmeneck に参

加してもらいたい旨を依頼。 
・三宅：調査団の目的、SATREPS について、また、JICA 技プロの投入について簡略に説明。特に機

材供与について、カメルーン側で必要な手続きを担うが IRAD がそれを担う予定であり、プロジェ

クト実施中はプロジェクトに供与機材が帰属するが、終了後は IRAD または MINRESI への帰属と

なる点、また、プロジェクト終了後の機材については、カメルーン側の研究機関の間で話し合い、

協約に盛り込む等の対応をする予定であることを説明。併せて、プロジェクトの実施に向け、今回

の調査で基本計画案を策定し、さらに討議議事録（R/D）の署名を行うこと、R/D の署名期限が 3
月末であり、それまでに IRAD－3 大学間の協約も結ばれる必要があることを説明。 

・Nkongmeneck：20 日の協議について、ヤウンデ第Ⅰ大学を代表して参加することには異存はない。

しかし、20－22 日は高等教育省（MINESUP）の会議があり、20 日の朝（8:00～？9:00～）はその
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会議に参加しなければならない。調査団の会議が 9:00 開始の場合には、遅れて参加することにな

る。開始時刻を 11:00～にすることを希望。 
・荒木：開始時刻の変更については検討し、結果を連絡する。 
 
IRAD プロジェクトの執務室・実験室・機材等の確認 
日時：12 月 16 日 10:00－12:00  
場所：IRAD 本部 
参加者：調査団 荒木、石井、大川、三宅、通訳 

IRAD Alfred B. 
概 要 
・プロジェクトのオフィスを確認（プロジェクトマネジャー執務室・プロジェクト執務室・会議室を

確保済み）。 
・IRAD の実験室（4 つの実験室）を訪問。それぞれの説明を受け見学。 
・各実験室の機材を確認。昆虫学、植物防疫、食品加工、土壌・肥沃度分析の 4 つ。 
・土壌・肥沃度分析以外の実験室については、基本的な機材（顕微鏡、電子ばかり、加熱・加圧殺菌

器、高温槽、程度）があるのみ。資料・標本については充実している。 
・土壌・肥沃度分析の実験室は、最も新しく清潔な状態で管理されており、機材も充実している（実

験室勤務の IRAD 職員の話では、実施されたプロジェクトから供与された機材であるが、当該領域

の実験・施設のニーズが高いから、とのこと）。 
・土壌の科学的分析（炭素・窒素含量の測定機材）、土壌の物理的性質の分析（水分保持力等）、濁度・

電気伝導率・粒度分析等の機材が確認された。 
 
IRAD Foahom との協議 
日時：12 月 16 日 12:00－13:30  
場所：IRAD 本部 Foahom 執務室 
参加者：調査団 荒木、石井、大川、三宅、通訳 

IRAD Foahom 
議事概要 
・18 日の現場サイト訪問に係る調整（PNDRT 関係者の参加） 
・20 日の協議について確認（11:00～、MINRESI にて実施） 
・プロジェクトの実施体制の再確認（ローカルコミュニティ・NGO の位置づけとして、オブサーバ

ーからはずすことで合意） 
・ヤウンデⅠ大との調整（20 日の会議に向けた調整） 
 
MINEP 表敬・協力依頼 
日時：12 月 16 日 14:00－14:30  
場所：IRAD 本部 Foahom 執務室 
参加者：調査団 石井、大川、三宅、通訳（荒木団員は別行動で、PNDRT との現地調査の調整） 

MINEP Ondoua 
議事概要 
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・冒頭、調査団訪問を受け入れてもらったことへの謝意を表明し、調査の目的、案件の概要、

SATREPS について説明。 
・当該案件は複数分野にまたがる案件であり、環境分野にもかかわることから、MINEP の Steering 

Committee への参加を想定していることを説明。その場合の協力を依頼。 
・Ondoua より、召集の書面があれば、ぜひ参加する旨のコメントあり。 
・プロジェクト予算とドナー会合への参加について Ondoua より質問があり、予算は未定である点と

ドナー会合については JICA や他のカウンターパートと相談する旨、調査団より説明。 
 
MINEPAT 表敬訪問 
日時：12 月 17 日 8:30－10:30  
場所：MINEPAT 
参加者：調査団 梅崎、荒木、石井、三宅、大川、通訳 

カメルーン支所 中村支所長代理、青山企画調査員 
MINEPAT Takouo 局長 

議事概要 
・冒頭、梅崎団長より、カメルーン政府の日本の協力への理解・支援について、及び本案件の実施機

関変更時の MINEPAT の迅速な対応に対し、謝意を表明。あわせて今回の調査の目的、案件の概要、

調査後の R/D 締結に向けたスケジュールの概要について説明し、協力を依頼。 
・Takouo：Steering Committee によって技術省庁の関与を得ることは重要。MINADER、MINEP、MINFOF、

MINRESI が関与する（局長の説明では、環境に係る MINEP が重要、しかし、最も重要なことは食

糧安全保障であり、「環境では、お腹は一杯にならない」といったコメントあり）。複数のステーク

ホルダーの参画があるため、MINRESI のリーダーシップ・オーナーシップが必要と考える。また、

省庁以外の大学、ローカルコミュニティ、NGO を巻き込み、関係者の調整を図ることが重要と思

われる。 
→ 梅崎：Steering Committee については、実施に責任のある機関をコア・メンバーとし、その他

の参画が必要な機関をオブザーバーとして位置づけたいと考えている。ローカルコミュ

ニティ、NGO の参画は、現場レベルでの調整や意見交換、連携が重要と考えている。

整理の結果は、調査後に MINEPAT に報告が行くように配慮する。 
→ Takouo：コアメンバーは MINEPAT と MINRESI でよい。MINEPAT は必要な支援を行う。 

・Takouo：MINADER 大臣は、副大統領でもあり、もし時間的に可能であれば、表敬訪問をすること

をお勧めする。 
・Takouo：R/D 署名については、MINEPAT が署名する。MINEPAT は複数の省庁のまとめ役であり、

MINEPAT が署名するのが望ましい。 
→ 梅崎：JICA としては、MINRESI のオーナーシップを重視するとともに、MINEPAT の支援を

ぜひとも得たい。そのため、MINEPAT、MINRESI、JICA の 3 者の署名としたいと考え

ている。この点につき、理解を頂きたい。MINEPAT からの支援としては、プロジェク

トの供与機材に係る免税につき、MINEPAT 経由で MINFI（財務省）に依頼するため、

手続きの促進を支援頂きたい。また、プロジェクト実施にあたっての IRAD 負担に係る

必要予算の獲得についても、ご支援頂きたい。こうした背景から、ぜひ MINEPAT に

Steering Committee にも参加頂きたい。 
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→Takouo：了解した。Steering Committee 参加に関しては、大臣の決定事項であるが、私あてに招

待状をもらえれば、対応する。 
・梅崎：今回の調査のミニッツ（M/M）については、プロジェクト実施に向けた技術的なものであ

るため、MINRESI、IRAD、及び日本側の JICA、京都大学研究代表の署名としたい。 
・梅崎：R/D 署名は 2 月末～3 月頭を見込んでいるが、MINEPAT における R/D 署名には、どれくら

いの時間が必要か。 
→Takouo：最短で 2 日必要であるが、大臣の都合が影響する。  

 
MINRESI 表敬 （大臣が不在のため事務次官を表敬訪問） 
日時：12 月 17 日 11:00－11:45  
場所：MINRESI 
参加者：調査団 梅崎、荒木、石井、三宅、大川、通訳 

カメルーン支所 青山企画調査員 
MINRESI  事務次官、Dongmo 局長、Yemefack Martin、他 

議事概要 
・冒頭、調査団を受け入れてもらったことへの謝意を表明し、調査の目的、プロジェクト概要等につ

いて説明。また、日本の協力への理解について謝意を表明。 
・M/M 署名者について確認したところ、大臣の決定事項との回答（これから調整）。 
・多様な領域にまたがるプロジェクトであり、複数省庁の関与を想定し、MINEPAT が調整役である

とともに、MINRESI のオーナーシップを期待していることを団長より説明。 
・団長より、プロジェクト実施にあたってのカメルーン側の負担について説明。IRAD における予算

確保について MINRESI の支援を依頼。 
→MINRESI にはそのための準備あり、支援を行うとのこと。 

・研究者代表 荒木団員より、複数の機関の参画による調整の複雑さに言及。MINRESI 主導での調整

について先方に依頼。 
→MINRESI としては、最大限の努力と支援を行う、とのこと。 

・団長より、調査後のプロジェクト開始に向けた手続きを説明。R/D 締結の期限が 3 月末であり、

R/D 締結後の 6 月～7 月にプロジェクトが開始されることを説明。 
 
IRAD 表敬、協議 
日時：12 月 17 日 14:00－18:00  
場所：MINRESI 
参加者：調査団 梅崎、荒木、石井、三宅、大川、通訳 

カメルーン支所 青山企画調査員（表敬後、退出） 
IRAD Foahom、Yemefack、他 7 名の研究者 

議事概要〔Directeur Général（DG）不在のため代理の者に対する表敬＋協議の実施〕 
（表敬） 
・実施機関としての調査への協力、調査団の受入れに対し謝意を表明し、調査の目的等を説明。 
・プロジェクト実施における IRAD 側の必要負担について言及（詳細は、以下の議論）。 
・IRAD のコミットメントの観点より、調査段階からの DG の参画が必須であることに言及し、DG
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と話をする機会を設けることを依頼。 
・M/M 署名者についての先方の意向を確認。ミニッツ（案）作成段階では、MINRESI 大臣と IRAD
局長の署名を前提に準備することとする。 

（協議） 
①研究者への案件の説明 
・全体計画（案）英文版について、連絡可能な IRAD からの研究者と共有する。 
・月曜日までに、研究者からのコメントを集約し、20 日の会議に持ち寄ることとする。 
・20 日の会議は、3 大学との共通認識形成と、IRAD－3 大学間の協定締結に向けた調整がねらい

であるため、研究者の代表者のみ参加することとする。 
・日程は未定であるが、来年の 2 月に、研究者を集めたセミナーを開催し、プロジェクトの内容に

ついて共通認識を形成する機会とする。 
②協 議  
・Steering Committee のメンバー・位置づけにつき、調査団の案（体制図）を提示。 
・実施機関として、MINRESI、MINEPAT、IRAD を core member に位置づけることで合意。 
・MINADER、MINEP、MINFOF の関与は必要であるが、オブザーバーという位置づけは望ましく

ないとのこと。consultative member として、core member に対し技術的な助言をする位置づけと

する（意思決定に直接はかかわらない）。 
・国際機関、NGO、ローカルコミュニティについては、活動レベルでの連携でよい。 
・プロジェクトの供与機材について、供与された機材は、プロジェクト実施中はプロジェクトに帰

属。それで問題ないと先方は認識・主張。 
・ローカルコスト負担について、調査団側で整理した表を提示。本件は共同プロジェクトであり、

また、日本側の規定により、カメルーン側負担が必須である旨を調査団側から説明。 
・カメルーンの予算年度は 1 月－12 月であり、2011 年度の予算は既に編成済みであり、なおかつ

IRAD の監督省庁である MINRESI の予算が半減されている。なお、予算申請をするには、5 月

または 6 月ごろまでに文書（convention）の締結が必要であり、申請時にこの文書を用いる。ま

た、申請しても予算が得られるとは限らない、と先方は説明。 
・不確かではあっても、2012 年の予算獲得に向けて、IRAD が最大限の努力をすることを調査団よ

り依頼。2011 年については、IRAD の予算状況に配慮した投入計画を日本側で検討することを説

明。 
・予算申請は、MINRESI が行うため、IRAD は MINRESI の申請手続きを促すため、最大限の努力

をすることで合意（初年度の 2011 年については JICA の方で配慮、しかし、2 年目以降は IRAD
の努力しだい）。 

・予算は‘プロジェクト’に対するカウンターパートファンドとして獲得される（IRAD に対して

ではない）ことから、大学等に設置される機材についても、その維持管理等に必要な予算の負担

を機関ごとに分割することはしない。 
・MOU（覚書）について、JST（独立行政法人科学技術振興機構）大川、IRAD アロガ女史（締結

文書担当）の間で別途（並行して）調整実施。 
・プロジェクトの主な受益者（直接受益者）は、プロジェクトに関与する研究者ということで合意。 
・今後の日程について、20 日に 3 大学との協議、21 日にミニッツ協議、22 日の署名をめざすこと

で調整することを合意。 
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現地訪問：Ebolowa 方面 
日時：12 月 18 日 8:00－18:30   
訪問先：MINADER 南部州地方局、IRAD Ebolowa 地方局、Ebolowa サイト候補地 
参加者：調査団 梅崎、荒木、三宅、大川 
    IRAD Foahom、Alfred、Chen Kouwa  

PNDRT André 
面会者：MINADER 南部州局長、IRAD Ebolowa 地方局長、サイトの女性グループ 
日程： 

 時 間 場 所 内 容 備考 

 8:15 ホテル Yaoundé 発  

 8:15-10:50 （移動）  

① 11:00-11:20 南部州農業局 局長を表敬訪問  

 10:20-11:35 （移動）  

② 11:35-12:30 IRAD 地方支局（Ebolowa） 局長表敬、支局圃場の見学  

 12:30-12:40 （移動）  

 12:40-13:50 Ebolowa 昼食  

 13:50-14:00 （移動）  

③ 14:00-16:00 

Bityli 村 女性グループ表敬・意見交換 

キャッサバ加工用のカマド見学（PNDRT 設置） 

キャッサバ加工用機材見学 

キャッサバ圃場見学 

 

 16:00-18:30 （移動、Yaoundé 戻り）  

概 要 
①州県農業局 局長面会 

・André、Foahom より、調査団について、先方に説明。 
・団長より調査団とプロジェクトについて、先方に説明。 

②IRAD 支局訪問 
・支局長への表敬（調査団説明、支局の説明など） 
・支局の圃場見学（パーム油の苗、カカオ圃場） 

③サイト候補地（Bityli 村） 

・女性中心のグループとの意見交換 
－自己紹介 
－意見交換（グループの説明、女性の活動、活動における問題、キャッサバ改良品種導入の取り

組み状況等について女性より説明。その後、短時間の質疑を実施） 
・キャッサバ加工用のカマド、機材の見学 
－PNDRT により設置され、村人（女性グループ中心）が屋根を整備。また、カマド以外に、小

型の加工機器を見学。 
・キャッサバ圃場の見学 
－改良品種キャッサバ圃場（面積 3ha）を訪問。 
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－植え付け後 2 年経過。草木が茂った状態。 
－病気（塊根の腐れ）の問題あり。 
－地上部のみを収穫し、種子として販売しているとのこと。 

 
MOU 打合せ 

日時：12 月 20 日 9:00－11:00 
場所：IRAD 
参加者：調査団 大川 

IRAD Aroga 
議事概要 
・12 月 17 日の IRAD での会議の際に、MOU の件でインタビューを依頼していた。荒木団員より事

前に送られていた MOU 案（JST ガイドラインベース）について、IRAD のひな形に変更したいと

のこと。 
・IRAD ひな形に JST ガイドラインで示している必要条項を追加し、修正案を作成した。再度、京

都大学側で確認して変更が生じた際には機関間で調整を行うこととした。 
 

関係者会合 
日時：12 月 20 日 11:00－15:45（関係者の遅刻により 12:00 ごろより協議開始） 
場所：MINRESI 
参加者：調査団 梅崎、荒木、石井、三宅、大川、通訳 

カメルーン支所 青山企画調査員 
MINRESI Dongmo 局長、Loko、Damesse、Yemefack 
IRAD Foahom 
チャン大学 Mamjeli、Mvondo Ze 
ヤウンデ第Ⅰ大学 Nkongmeneck 

議事概要 
・冒頭、調査団について、及び、本会合の目的（協議事項の協議、関係者の合意形成、IRAD と 3 大

学の間の協議促進）を説明。 
・プロジェクトの概要、実施体制、供与機材、カメルーン側の負担事項について、IRAD、MINRESI

とのこの日までの協議結果に基づき説明（主に大学関係者に対して）。 
・特に個別に協議された点、及び協議結果は、次のとおり。 
－参画研究者の情報について、日本側は十分な情報を得ていないため、IRAD より参画研究者の履

歴書をメールで送付してもらうことで合意。 
－プロジェクトの概要（マスタープラン）の内容について、関係者と合意。また、活動の詳細等に

ついて、カメルーン側より提示を求められたが、2011 年 2 月末ごろをめどに議論の場（ワーク

ショップ）を設けることで合意。 
－運営委員会の参加メンバーに、各大学からの代表 1 名（計 3 名）も加えることで合意。 
－先方の要望として、運営委員会（Steering Committee）の議長が MINRESI 大臣（またはその代理）

という点について、調査団側より、大臣では位が高すぎる点、及び、具体的な人物（または役職）

の特定が望ましい旨を説明したが、カメルーンのやり方として大臣（またはその代理者）という
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記載にすることを先方は強く要求。調査団側より、R/D 締結までに特定することを依頼。 
－R/D の締結期限が 2 月末である点、また、それまでの IRAD－3 大学間での文書取り交わしが強

く望まれる点（文書取り交わしのために努力する点）につき、関係者で合意。 
－京都大学－IRAD 間での MOU 締結について、R/D 締結の直後に必要であることの情報共有。 
－プロジェクトの供与機材の、プロジェクト終了後の使用方法については、原則、プロジェクト実

施中に使用していた機関が継続使用をすることで合意。 
－カメルーン側の負担費用については、プロジェクトに対して割り当てられるカウンターパートフ

ァンドを獲得して対応する（したがって、個別の機関に対し、負担を割り振ることはしない）。 
－研究者へのインセンティブについては、日本側からは絶対に出せないことを説明。 

 
ミニッツ協議 
日時：12 月 21 日 11:00－16:00（局長、Loko 遅刻） 
場所：MINRESI 
参加者：MINRESI Dongmo 局長、Loko 
議事概要 
・協議の冒頭、調査団において作成したプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM、案）を共

有。 
・プロジェクターを用い、ミニッツ（案）の個別項目の内容を確認し、その都度修正。 
 
IRAD 副所長表敬 
日時：12 月 21 日 16:10－16:45  
場所：IRAD 
参加者： 調査団 梅崎、荒木、石井、三宅、大川、通訳 

IRAD  DG、Foahom 
議事概要（所長不在のため、副所長に対し表敬） 
・調査団より調査団について、及びプロジェクトについて説明するとともに、カメルーン側の本調査

への理解・協力に対し感謝。 
 

ミニッツ署名者に係る調整 
日時：12 月 22 日 8:30－11:40  
場所：MINRESI 
参加者：調査団 梅崎、荒木、三宅 

MINRESI Dongmo 局長、Yemefack 
IRAD Foahom 

議事概要 
（8:30～9:15 Dongmo 局長、Yemefack、三宅） 
・前日のミニッツ協議で提起された点を修正したミニッツ（案）を共有するために MINRESI を訪問。 
・調査ミニッツを、MINRESI に 4 部、IRAD に 1 部手交。 
・ミニッツ署名の段取りを確認したところ、MINRESI の署名者はこれから確認するとのこと（この

あと、Dongmo 局長は、大臣に面会し、MINRESI 署名者を確認）。 
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・IRAD Foahom は、IRAD に持ち帰り、DG に確認する。 
・R/D の署名者は未定、今後確認するとのこと。ミニッツ添付の R/D 案については、JICA、MINRESI、

MINEPAT の署名の形で良いことを確認。 
（10:00～11:40  Dongmo、三宅） 
・大臣に確認の結果、MINRESI の署名は中止し、IRAD のみを署名者とするとの MINRESI 側からの

提案あり。 
・JICA 側として、MINRESI 関与の担保の必要性を説明。しかし、大臣決定を覆せないとの理由で、

Dongmo 局長より拒絶され、団長に連絡。団長が改めて先方との協議に参加することとなる。 
（10:30～ Dongmo、梅崎、三宅） 
・主管省庁の関与の担保、IRAD における予算申請時の MINRESI の関与の必要性、他省庁への説明

を MINRESI が担うこと等、MINRESI 側の明示的な関与を担保するため、MINRESI の署名が必要

であることを、団長より説明。 
・Dongmo 局長としては、大臣の決定が既になされているため、手続きの変更は難しいとのこと。 
・大臣〔または、Secrétaire Général（SG）等〕に会って、MINRESI の代表者の署名が必要な旨を説

明する機会を設けることで、合意。Dongmo 局長の方で、そのための面会約束を調整することで合

意（アポを取り付けたのち、調査団側に連絡を受けることとした）。 
（13:00） 
・Dongmo 局長より連絡あり。MINRESI の署名を必要とする旨を依頼するとともに、MINRESI 署名

が必要であることを明示する要望書を JICA 側から提出することを、MINRESI 側は要求（大臣より、

書面を提出するよう求められたとのこと）。 
・梅崎団長が書面を作成。15:00 に再度 MINRESI にて局長とのアポを設定。 
（15:20～） 
・JICA 側の提出書面について、局長の方で確認のうえ、SG を訪問。 
・梅崎団長より、書面内容（MINRESI 署名の必要性、署名をすることの依頼）を説明。 
・SG は理解を示し、大臣に本書面を渡し、検討するとのこと（大臣の判断待ち。この日の夕方、ま

たは翌日までに決定し、JICA 側に連絡するとのこと）。 
 

IRAD 表敬、ミニッツ修正、及びミニッツ署名（IRAD、JICA、京都大学） 
日時：12 月 22 日 16:20－18:30  
場所：IRAD 
参加者：調査団 梅崎、荒木、石井、三宅、大川 

MINRESI  Dongmo 局長、Yemefack 
IRAD DG、Foahom 

議事概要 
（16:20～） 
・団長、DG の間であいさつを交わし、団長より調査について説明。 
・これまでの調査・協議の内容について説明し、ミニッツ案を提示。 
・DG においてミニッツ案を確認（この場で確認しミニッツ案を修正。主に英語表現の修正）。 
・DG 指摘の修正点に加え、Foahom よりカメルーン側研究者のリストに修正点があることの指摘が

あり、この場でミニッツ案を修正。 
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（18:00～） 
・ミニッツ署名（JICA、IRAD、京都大学研究代表の 3 者の間で署名）。 
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主要面談者議事録（評価分析 担当） 

 
MINADER（農業・農村開発省） 訪問 
日時：12 月 7 日 11:00－13:00 
場所：MINADER 
参加者：調査団 石井、通訳 

MINADER Ondoa  
議事概要 
１．研究プロジェクトの内容については、どこまでご存じか？ 

＠JICA が何かプロジェクトを行うことは存じているが、内容はよく分からない。 
－プロジェクトの概要を説明－ 

２．プロジェクトの趣旨は理解していただけたと思うが、本案件プロジェクトの趣旨は貴国の農業分

野の政策や法規と合致しているか？ 
＠合致している。農業政策は環境に配慮しながら行う持続的農業を推進している。この研究プロ

ジェクトは周辺自然環境を保全しながら、農業を促進していく形態であることから、カメルー

ンの農業政策戦略と方向性は合致している〔2010 年 11 月版の農村開発戦略（RSDS）資料を入

手済み〕。 
３．その他、社会的な部分と関連させて、必要性はあるか？ 

＠近年の人口増加に伴い（カメルーンの人口増にかかわる統計資料入手済み）、自然資源を保全し

ていくうえで、土壌の健全性を保ちながら限られた農地で生産高を増やしていく合理的な農業

の必要性が高まっている。 
＠キャッサバ、プランティンはわが国の主要な作物品目であり、消費量が高い。そのため、常に

生産量増大の目標を掲げていることから、生産の向上性に絡めた研究対象としての必要性は高

い（生産量にかかわる統計資料入手済み）。 
４．今後、フォローアップインタビューを実施する機会が生じるが、対応していただけるか？ 

＠連絡を頂ければ、随時調整して対応する。 
 
IRAD（国立農業開発研究所） 訪問 
日時：12 月 8 日 9:00－13:30 
場所：IRAD 
参加者：調査団 石井、通訳 

IRAD Foahom、Alfred  
議事概要 
１．3 大学と IRAD の間で、共同研究チームとしての協定等は既に締結されているか？ 

＠まだ締結はしていない。今後、このプロジェクトのために各大学と協定を締結する予定。 
２．IRAD はカウンターパートのリーダーとして、3 大学と連携し、その過程でプロジェクトを調整

していくかたちとなる。外部の CIFOR（国際林業研究センター）や IITA（国際熱帯農業研究所）

なども委員会を通じて、連携していくかたちとなるが、このような関連機関をコーディネートし

ていくことは理解しているか？ 
＠もちろん、IRAD が中心となりリーダーシップを発揮して執行していくと心得ている。 
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３．IRAD は国外の機関と共同研究を実施してきた実績はあるのか？ また、本案件と類似した

プロジェクトを実施してきた実績はあるか？ 
＠たくさんの国外の機関と連携してプロジェクトを実施してきた実績がある。類似案件はThe 

Tropenbos-Cameroon Programme の な か で Wageningen University, the Netherlands. と
“Sustainable management of rainforest in Cameroon”というプロジェクトを実施してきた。

これらは、年次報告書や紀要を見れば確認できる（関連資料入手済み）。その他、部分的に類

似しているプロジェクトとして、COFCCA Project (CRDI) NTFPs for climate change adaptation や

FORENET project (EU) subtropical NTFPs が挙げられる。 
４．IRAD に研究プロジェクトを遂行できる能力を保持しているか？ 

＠IRAD 側から 13 名の研究者が参加するが、そのうち 9 名が博士号取得者で残り 3 名が修士号取

得者である。研究参加者は少なくとも 8 年以上の実務経験がある。また、研究参加者はこのプ

ロジェクトの参加に意欲のある者を選んだ。 
５．カウンターパートからプロジェクトを管理する人物（プロジェクトダイレクター、プロジェクト

マネジャー）を含め 23 名の投入であるが、この人数等は、他の類似案件と比較していかがなも

のか？ 
＠1998 年から 2007 年まで、オランダの大学と共同プロジェクトを実施した。このとき、参加者

は総勢 30 名弱であり、参加人数やプロジェクトの規模は同等程度と考えている。 
６．日本側の投入は 20 名以上、貴国側は 23 名であるが、この部分については？ 

＠マン・ツー・マン体制であると考えている。研究者から研究者なので、日本の研究者も何かし

らカメルーンの研究者からアイデアや刺激を受けることもできるのではと期待している。 
７．IRAD から供給される執務室を含めた物品等を挙げてください。 

＠現在 3 部屋〔日本側の研究者の常駐部屋、会議室、プロジェクトマネジャー室（現在 Mr. Bernard
が使用している部屋）〕の提供を予定。 

＠各実験室（土壌資料調整室、実験室）も日本側の研究者が使えるようにと考えている。 
＠電気代、水代は負担するが、移動時の燃料代（ガソリン代）は負担できない。 

８．IRAD の執行予算について教えてください。 
＠執行予算は以下のとおり 

2009 年 9 兆 6,320 億 CFA フラン 
2010 年 125 億 CFA フラン 
2011 年（暫定） 7 兆 7,650 億 CFA フラン 

９．なぜ、極端に 2010 年が低いのか？ 
＠2010 年は外国からの支援資金の下で行われていたプロジェクトが終了を迎えたことで、外部か

らの資金流入が大幅に減少したため。 
10．本案件プロジェクトに対して、カウンターパート側が特に用意する部分はあるか？ 

＠研究参加者の人件費（基本給のみ）はこちらが負担する。しかし、本案件の出張旅費等（プロ

ジェクトサイトへ移動する場合等）の手当は、日本側に負担をお願いしたいと考えている。 
11．なぜ？ 

＠日本と共同研究を行ううえで、カメルーン側の研究者のインセンティブを高めたいと考えてい

るからだ。 
12．プロジェクトを行ううえで、障害となる要素は？ 
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＠運営資金（車の燃料代や研究参加者の諸手当の部分で日本側が負担してくれるかどうか） 
13．持続的な生計戦略・自然資源管理の確立については、収入向上と自然保全の 2 つの意味が内

包されているが、このプロジェクトテーマについては、カウンターパート側及びプロジェクトサ

イトの人々は理解できているか？ 
＠カウンターパート側は理解できている。プロジェクトサイトの人々も自然資源に依存し生活し

ている人々が多いので、収入向上のみ追いかけるのでなく、周辺の自然資源を保全していくこ

とが自分たちの生活を守っていくことにつながることを理解していると考えている。 
14．関連する政策や法律を順守するかたちで研究プロジェクトを進めていけるか？ 

＠IRAD 自身のプロジェクトは PSFE（Programme Sectoriel Forêt Environnement）等の政策の枠組み

のなかで推進されているため、このプロジェクトも従来どおり、関連政策や法律の下で推進し

ていく。 
15．生計戦略と自然資源の保全の両立・調和を図る際に妨げとなる要素はあるか？ 

＠ステークホルダーへの周知不足が考えられる。このプロジェクトをステークホルダーに十分に

理解してもらわなければならないので、われわれとしても努力していきたい。 
16．どのように努力を？ 

＠セミナー、ワークショップを開催し PR していきたい。 
17．IRAD は研究成果をきちんと外部へ公表をしてきているか？ 

＠IRAD の年次報告書等に成果を載せるとともに Cameroonian Journal of Agricultural Science 等に投

稿し掲載されている。 
18．研究成果の地域への普及なども実施されているか？ 

＠いくつかのプロジェクトでは実施している、年次報告書や紀要で確認できる（資料入手済み）。 
19．プロジェクト終了時、本案件プロジェクトの成果を基にして、継続的に活動を実施できるか？ 

資金面等の問題を含め、継続は可能であるか？ 
＠プロジェクト終了後はモニタリング活動が中心になる。モニタリング活動の費用は低コストに

抑えられると考えている。このため可能であると考えている。 
20．19 に付随し、各プロジェクト活動〔土壌分析結果、NTFP（非木材森林資源）のインベントリの

整備等〕のデータベースの蓄積等の活動は継続できるか？ 
＠IRAD はバイオマスの研究を通じて、既にデータベースの構築と蓄積を経験しているため、こ

の部分のノウハウは理解している。そのため可能である。 
21．プロジェクトを実施したと仮定し、各分野で何か影響はあるか？ 

＠環境保全と持続可能な農業を両立させていく国の方策がより強調されていくと予想している。 
22．倫理委員会等の承認体制は設置されているか？ 設置されていない場合は設置する必要が 

あるか？ 
＠特に設置はされていない。だが、われわれは政策や関連法規等を順守してきた経緯がある

ため、今後もこのコンプライアンスの部分に注意を払い、マイナスの影響を避けるかたち

でプロジェクトを遂行させたい。 
23．今後、カメルーン滞在中にお会いしフォローアップインタビューをお願いしたい。可能か？ 

＠もちろん可能である。ヤウンデにいる場合は、そちらとのインタビューを優先させる。 
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MINRESI（科学技術・革新省） 訪問 
日時：12 月 9 日 9:00－10:45 
場所：MINRESI 
参加者：調査団 石井、通訳 

MINRESI  Dongmo、Tchouamo、Yemefack  
議事概要 
１．研究プロジェクトの内容については、どこまでご存知か？ 

＠8 月に頂いたプロジェクトの全体計画書は所持している。 
―最新のプロジェクト全体計画書を手渡し、修正された部分を説明― 

２．プロジェクトの趣旨は理解していただけると察する。国外の研究機関との共同研究プロジェクト

を後押しする（支援する）政策や法規は貴国の科学研究政策のなかにあるか？  
＠ある。国外の研究機関と協力し合いながら、研究プロジェクトの実施を促進する政策

（International Cooperation Research Policy）が存在する。この政策の下、わが国で多数のプロジ

ェクトが現在遂行されている。 
３．その International Cooperation Research Policy の内容が記載されたドキュメントを頂けるか？ 

＠用意してそちらに渡す。 
４．たくさんの共同研究プロジェクトが遂行されていると言われたが、どのような予算規模で実施さ

れているか？ 過去 5 年間の共同研究プロジェクトのリストとその予算内容について、教えてい

ただけるか？ 
＠はい、のちほど、一覧表を用意して渡す。 

５．貴国の科学技術政策のなかで、森林、農業、土地を含めた環境関連のプロジェクトは近年増加傾

向にあるか？ 
＠ある。気候変動などの国際的な取り組みが増加していることもあり、それに応じ、環境関連の

研究プロジェクトは増加傾向にある。 
６．その環境を念頭においた研究関連のプロジェクトのリストを見せていただきたい。 

＠はい、用意して渡す。 
７．このプロジェクトは、地域の生計向上と地域の自然資源を保全する取り組みが研究テーマである

が、この研究プロジェクトのコンセプトはプロジェクトサイトの現地の人々や関係者に理解され

ているか？ 
＠このコンセプトは 1990 年代からわれわれの間で理解されている世界的なトレンドでもある。地

域では、経験や教育を通じて、個人的に生計向上の部分を望む傍ら、地域の自然資源を保全し

ていく重要性は理解できている。だが、研究という次元で考えれば、チャレンジングな側面も

あると思う。 
８．今回は IRAD がカウンターパートのリーダーとなり、研究プロジェクトを実施する。MINRESI

は IRAD の上部組織であるが、MINRESI からこのプロジェクトに対して特別な予算枠を用意して

いるか、または用意する予定はあるか？ 
＠特に用意はしていない（用意する予定も現時点ではない）。人件費（カウンターパートのメンバ

ーの基本給）、電気代、水道代等、執務室を提供する予定である（下部組織である IRAD と全

く同じ回答）。 
９．12 月 14 日（火）の午後より、荒木先生及び JICA チームと打合せを行っていただけるか？（青
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山さんが質問） 
＠了解した。14 日午後 3 時前後より、打合せを行うこととする。 

 
MINFOF（森林・野生動物省） 訪問 
日時：12 月 9 日 13:00－14:30 
場所：MINFOF 
参加者：調査団 石井、通訳 

MINFOF Ntsengue  
議事概要 
１．何か研究プロジェクトの内容についてご存じな部分はあるか？ 

＠内容は全く分からない。 
－プロジェクトの概要を説明－ 

２．貴国の森林政策と合致しているか？ 貴国には FESP（森林・環境セクタープログラム）と

いう森林プログラムが存在するが、本案件プロジェクトの趣旨とどの部分で一致するか？  
＠NTFPs を推進する政策の部分で方向性は合致していると考えている。 

３．他の、例えば森林保全の観点などから貴国の政策との関連性は？ また、森林プログラムで

ある FESP の内容が記載されている文書を見せていただきたい。 
＠森林保全の観点からも、政策の方向性と一致する。森林プログラムを電子データで所持し

ているのでそれを渡す。 
※100 ページ程度ある電子データを渡されたが、内容を確認してみると、FESP の説明等が記

載されていないものであったため、後日、再確認する。 
４．プロジェクトを実施するうえで JCC（コミッティ）という関連組織で構成された部会を設立

する。貴組織もオブザーバー的かつアドバイザー的な役割で会議に参加していただきたいと

考えている。 
＠もう少し、プロジェクトの内容を把握したい。 

５．了解した。全体計画書のハンドアウト（紙）を渡す。後日、フォローアップインタビュー（来

週 13 日の月曜日で調整中）をお願いしたい。 
＠了解した。 

 
MINEP（環境・自然保護省） 訪問 
日時：12 月 9 日 15:00－16:00 
場所：MINEP 
参加者：調査団 石井、通訳 

MINEP  Ongongk  
議事概要 
同じ政府関連の建物の中に、MINEP の事務所が存在していたため、MINEP を訪問、Ongongk

を紹介され、プロジェクト概要を説明、来週 13 日の月曜日に訪問し、インタビューすることで

調整した。 
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CIFOR 訪問 
日時：12 月 10 日 10:00－12:00 
場所：CIFOR 
参加者：調査団 石井、通訳 

CIFOR Richard、Paolo、Patrice  
議事概要 
１．CIFOR がカメルーンで主に行っているプロジェクトを教えていただきたい。 

＠コミュニティフォレストの研究をしている。コミュニティフォレストの管理運営、関連法

規の整備とコミュニティフォレストにかかわる住民のためガバナンスの向上を研究して

いる。また、コミュニティフォレストの経済活動の形態も研究している。 
２．今回の本研究プロジェクトの内容については、どの程度までご存じか？ 

＠プロジェクトが行われることは知っているが詳しい内容についてはよく分からない。 
－プロジェクトの概要を説明－ 

暫定版と口添えして、全体計画（英文）を渡す。 
３．国際機関の豊富な研究経験のアングルから、本研究はカメルーンの研究ニーズと合致してい

るか？ 
＠合致していると思う。地域住民の生活を向上させ、その周辺の自然資源の保全をするコン

セプトは Trade-off というワールドトレンドであり、理解できる。 
４．本プロジェクトのカウンターパートである IRAD とはこれまでに共同研究を実施したことは

あるか？ 
＠数多くある。CIFOR と IRAD は覚書（MOU）を締結している。カメルーン国内の森林研究

にかかわる数多くの情報を交換している間柄である。 
５．IRAD と共同で研究するときの予算の配分形態などはどのように調整しているのか？ 

＠研究プロジェクトしだいでさまざまな形態がある。決まった形態はない。CIFOR は世界の

各国政府、研究機関、大学、世銀等、数多くのドナーを抱えている。それらのドナーから

資金が供給され、その資金を用い、IRAD とコンサルタント契約を締結し、IRAD の研究者

を数名雇用するかたちで、こちらのプロジェクトを手伝ってもらうパターンがよくある。 
６．他ドナーや関連諸機関がカメルーンの森林を対象に研究等を遂行しているか？ 

＠NTFPs の研究をしている。地域住民が木材生産以外の森林の恩恵を受けているため、その

一連の形態を研究している。 
７．どこがその研究を実施しているのか？ 

＠FAO（国連食糧農業機関）と Dutch Cooperation だ。 
８．NTFPs の研究はわれわれのプロジェクトでも研究対象分野である。これらの研究組織と共

同でお互いの成果を分かち合うことで、相乗効果を発揮していくのは良いことだと思うが、

その可能性はいかがなものか？ 
＠同分野を研究対象としていると思う。だが、お互いの機関の利害関係があると思う。せっ

かく収集したデータをまだ見せたくないとか、細かい部分でいろんな阻害要因があると思

う。しかしながら、将来的には、お互いの目標を共有して、共同で 1 つの研究目標を遂行

していくのがよいと思う。 
９．今後とも情報交換、意見交換をお願いしたい。 
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＠CIFOR をコンサルタントとして雇うことも可能だ。 
10．私が言った意味は、日本側の団員が貴所に立ち寄り、気兼ねなく情報交換や意見交換ができ

るようお願いしたいという意味だ。 
＠了解した。 

11．このプロジェクトは既に JICA によって、承認されたものか？（CIFOR から） 
＠まだ、されていない。だから、プロジェクトを事前評価するための私のようなミッション

がここに来ているのだ。 
 
ヤウンデ第Ⅰ大学 訪問 
日時：12 月 10 日 14:30－15:30 
場所：ヤウンデ第Ⅰ大学 
参加者：調査団 石井、通訳 

ヤウンデ第Ⅰ大学 Nkongmeneck  
議事概要 
１．過去に IRAD と大学との共同研究の経験はあるか？ 

＠私は IRAD で働いており、多くの IRAD の研究者が大学に教員として教えに来ている。IRAD
と大学間は人的交流が活発である。 

２．IRAD と貴大学は共同研究等の協定は締結しているのか？ 
＠していない。だが、先ほど述べたとおり、研究者と教職員の間で人的交流が活発であり、

いろんな情報をシェアしている。 
３．本研究プロジェクトを遂行させるために、共同研究を行うということで大学と IRAD 間で協

定を締結する必要があると思うが？ 
＠この研究プロジェクトのために、IRAD と協定を締結することについて了解した。 

４．本研究はカメルーン国やサイト付近のローカルの人々のニーズに合致しているか？ 
＠この研究プロジェクトは地域住民を巻き込んで行われるプロジェクトである。当然、現地

の住民の意向やニーズを配慮し行う。 
５．今回は大学側からは人的資源のみを研究プロジェクトへ提供するということか？ 

＠私と私の学生がヘルパーとして参加する予定だ。大学側からの予算等の拠出はない。大学

にはお金はない。こちらとしては、プロジェクトサイトに出向いてフィールド調査をする

際の諸手当（出張手当）のみをプロジェクトから頂戴するかたちで考えている。 
６．本研究を遂行するうえで、問題や気になる点はあるか？ 

＠IITA から IRAD へ研究プロジェクトの実施者が変わったことだ。IRAD からの研究者が多

くなったこと。IITA ならプロジェクトをうまくコーディネートできるだろうと考えてきた

が、突然、IRAD のようなニューカマーにバトンタッチして、プロジェクトをうまくコー

ディネートしていけるどうかには不安が残る。 
７．IRAD はあなたが働いていたところではないか？ なぜ、そんなに不安なのか？ 

＠…… 
 
MINFOF 訪問 
日時：12 月 10 日 16:20－17:15 
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場所：MINFOF 
参加者：調査団 石井、通訳 

MINFOF Atangana 局長 
議事概要 
１．昨日、貴組織の担当部署に行き、FESP の資料を電子ファイルで頂いたが、中を確認すると、

別の内容のドキュメントであった。再度、FESP の資料をもらいに来たが、担当者が出張で不

在のため、上司である貴方のところまで来た次第である。 
―プロジェクト概要説明― 

＠プロジェクトの趣旨について理解した。あいにく担当者は出張で来週 13 日の月曜日の夕方

に帰庁する。そのときにもう一度、来ていただけないか、私から伝えておく。 
２．ありがとう。来週月曜日の 3 時前後に再訪する。 
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